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1. はじめに 

文部科学省の定める 2020 年度から始まる新学習指導

要領では、これまで小学校 5・6 年生のみ行われてきた外

国語活動が、小学校 3・4 年生を対象に週に 1 時間（年

間 35 時間）行われる。そして小学5・6年生では教科と

しての外国語へと変更され、週に 2 時間（年間 70 時間）

の授業が行われることが定められ、グローバル社会へ向

けて小学校英語教育の強化が図られている(1)。また、文部

科学省が小中高校などでの情報通信技術（ICT）の活用に

ついて 2019 年 6 月に発表した工程表では、2025 年度

には児童生徒が 1 人 1 台、パソコンやタブレットを利

用できる環境を整備することが示されている(2)。  

そこで、本研究室では、本大学教育学部との共同研究で、

小学校での英語授業を支援するタブレットアプリケーシ

ョン「Let’s Phonics」の開発を行っている(3)。本アプリケー

ションを用いて、フォニックス（Phonics）による英語の発

音の学習が行える。 

本大学が設置した東紀州サテライト(4)（三重県南部）内

の複数の小学校において、毎年、本アプリケーションを用

いた実践授業をしていただいているが、授業を行った先

生が授業後に各児童の学習成果を把握しづらい点が問題

として挙げられた。 

本研究では、児童それぞれの学習状況の把握を行える

成績管理機能の開発を目的とする。機能設計まで完了し

たので、成績管理システムの機能について説明する。 

 

2. 研究背景 

2.1 フォニックス（Phonics） 

ベネッセ教育研究所が行った「中高の英語指導に関す

る実態調査 2015」によると、「発音練習」を「よく行う」

または「ときどき行う」と回答した中学校教員は合計

96.2%であり、ほとんどの中学校での英語の授業で発音練

習を行っていることが分かる。しかし、中学英語に対して

の苦手意識やつまずきを感じる生徒について、中学校教

員が考えた主な原因の 1 つに「単語（発音・綴り・意味）

を覚えるのが苦手」であることが指摘されている。この原

因として、例えば堀江ら( 5 )は、発音練習の内容が単に CD

や教員の後に繰り返して発音させるだけで、音の違いや

音と文字の関係（ルール）をわかりやすく説明し繰り返し

練習させ、英語のリズムやイントネーションを意識して

発話させている教員は少ないのではないかと述べている。

また、尾上( 6 )は「中学校の英語授業において、音声で聴く

と単語の意味は理解できるが、文字で書かれた状態で提

示された場合は読むことができない生徒をしばしば目に

しており、その原因についてこれまで小学校の『外国語活

動』の授業で音声中心に英語に慣れ親しみ、聞いて理解で

きる語彙や表現が子ども達に身についてきているという

ことを示すものであるといえる」と述べており、中学校へ

進学する前の小学校の段階で、英語の文字と音のつなが

りを理解するための教育が必要であると論じている。 

こうした問題を解決するための英語の発音学習方法と

して、広く用いられているものの 1 つにフォニックスが

ある。フォニックスとは、アルファベットの文字の名称と

発音のつながりの規則、および、それを用いた学習法を指

す。フォニックスは英語圏の子供たちに読み書きを教え

るために開発されたものであり、すべてをマスターする

ことで、全体の 70 %程度の英単語を読むことができる。

例として、アルファベット 26 文字とそれぞれに対応す

るフォニックスでの読み方を図 1 に示す。 

 

 
図 1 アルファベットとそれぞれに対応するフォニッ

クスにおける読み 

 

新学習指導要領においても、音声から文字への指導を

行うことが明記されており、文部科学省の発表した小学

校英語の研修ガイドブックにおいても、「読むこと」「書く

こと」に関して、英語の文字の名称の読み方を、活字体の

文字と結び付けて発音すること、4 線上に書くことがで

きることが求められている(7)。 

そこで、本研究に先立ち開発されているタブレットア

プリケーションでは、小学生の英語の発音及び聞き取り

能力の向上を目的とするために、学習法として「フォニッ

クス（Phonics）」を取り入れている。 

 

2.2 従来のフォニックス学習アプリケーション 

2019 年 6 月頃に筆者が調べた、App Store に登録され

ているフォニックスによる発音学習を取り入れた既存の

アプリケーションと、後述する本研究室で開発している

アプリケーション「Let’s Phonics」の目標との比較を表 1 

に示す。この結果から、既存のアプリケーションには日本

人向けは少なく、また、存在しても日本の小学生向けのも 
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表 1 既存アプリケーションとの比較 

 
 

のはないことが分かった。また、モバイル端末による学習

のメリットとして考える録音機能を実装したアプリケー

ションは、著者らが調べた中では 1 種類しか見つからな

かった。なお、アプリケーション A 、C の「楽しさ」の

項目は◎となっているが、これは幼児向けとしてアニメ

ーションやゲームを積極的に取り入れているからである。 
 

2.3 Let’s Phonics 

Let’s Phonics は、本大学教育学部との共同研究により

開発されている英語教育タブレットアプリケーションで

ある。本アプリケーションは、表 1 に示した既存の英

語学習アプリケーションの機能をふまえたうえで、日本

の小学生の英語発音学習における利用を想定し開発され

ている。本アプリケーションの特徴として、以下の 3 

点があげられる。 

 タブレット端末を用いて、英語の発音を児童自身が

録音し、手本の発音と自身の発音を聞き比べること

でうまく発音できているかどうかを児童が判断する 

 単語の発音を聞き取るクイズ機能を学習段階ごとに

実装し、イラストから選ぶ、音を聞いて選ぶの 2 

種類の形式のクイズ結果から、児童が発音を聞き取

れているか確認する 

 学習レベルを設定し、段階的に学ぶことで、児童が

英語学習に達成感と楽しさを感じられる構成にした 

本アプリケーションでは学習段階をレベル別に設定し

ており、最終的にはレベル 10 までの 10 段階で構成さ

れる予定である。現在までに、レベル 3 までの学習機能

と、発音学習の前段階としてのアルファベットのなぞり

書き機能が実装されている。 

レベル 1 の学習の流れを例として図 2 に示す。 

 児童が、先生の指示に従って学習するレベルを選択

する 

 図 3 に示す発音学習画面のイラストをタップする

ことで発せられる手本の発音を聞く 

 手本の発音と画面上部の「発音のポイント」を参考

にし、同画面内の「ろく音」をタップし、児童自身

の発音を録音する 

 同画面内の「きく」をタップするとことにより、手

本の発音と、自分自身の発音を児童が比較し、納得

がいくまで録音を繰り返す 

 レベル 1 のトップ画面に戻り、図 4 に示すクイズ

画面に遷移し、学習した発音の関係するクイズに回

答する 

 先生がクイズの成績を評価する 

 

 
図 2 本アプリケーションの学習の流れ 

 

 
図 3 発音学習画面（レベル 1 音の練習） 

 

 
図 4 クイズ画面（レベル 2 どっちかな？） 

 

 本アプリケーションを用いて授業を行う際は、授業を
受ける児童がそれぞれ 1 台ずつタブレットを使用し、先

生の指示を受けながら学習を行う。しかし、本アプリケー

ションを用いた英語授業では、先生が学習結果のフィー

ドバックをするうえで後述する問題が存在する。 

 

3. 研究目的 

Let’s Phonics は本大学教育学部を通じ、三重県内の小学

校にて毎年実践授業を行っている。実践結果から、英語授
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業を行う上での本アプリケーションに関する以下の問題

が発見された。 

 発音学習で各児童が録音した発音がアプリケーショ

ンに保存されず、授業後に先生が確認できない 

 授業では児童 1 人につき 1 台のタブレット端末を

用いて学習を行うため、児童が多い場合先生による

各児童のクイズの結果の集計に手間がかかる 

 上記の内容から、各児童の学習過程が分からず、先

生が各児童または児童全員の抱える学習上の問題点

を見つけることが難しい 

これらの問題点を解消するために、本研究では先生に

よる、各児童の学習過程の把握と問題点の発見、および、

各児童または児童全員への学習結果のフィードバックの

円滑化を行うための成績管理システムの開発を研究目的

とする。具体的には、以下の機能開発を行う。 

 児童の発音や、クイズ実施中の児童の学習過程を保

存・記録する 

 各児童の学習過程を 1 か所に集約し、先生が各児童

に対応する学習過程のデータを閲覧・管理する 

 

4. 成績管理システム 

4.1 システムの概要 

開発している成績管理システムの構成図を図 5 、Let’s 

Phonics内に実装した成績送信画面を図 6 、また成績確認

機能の例として、個別のデータ一覧を図 7 に、生徒全員

のクイズ結果一覧画面を図 8 に示す。 

 

 
図 5 成績管理システムの構成図 

 

本システムは、Let’s Phonics による授業後の、先生によ

る各児童の学習結果の集約と学習過程の閲覧・把握の円

滑化を目的としたシステムである。先生が本システムを

利用する流れを以下に示す。 

 先生が、各児童の使用した本アプリケーションか

ら成績送信画面を表示し、集約したい音声データ

およびクイズ成績を選択して送信する 

 送信先に指定した Web サーバに構築した成績確

認機能のデータベースに、選択した音声データま

たはクイズ成績を保存する 

 先生が自身のコンピュータで成績確認機能の 

Web ページを開き、送信されたデータを閲覧する

ことで、各児童の学習過程を認識する 

 学習過程から、各児童または児童全員の発音学習

における問題点を発見する 

 
図 6 成績送信画面 

 

 
図 7 個別データ一覧（生徒 A 、レベル 2 ） 

 

 
図 8 クイズ結果一覧（レベル別表示） 

 

 次回の授業で、各児童へ向けて学習のフィードバッ

クを行う 

この成績送信画面、成績確認機能について、以下でそれ

ぞれ説明する。 

 

4.2 成績送信画面  

成績送信画面は、 Let’s Phonics の内部に追加実装した

画面である。先生による、使用の流れは以下の通りである。 

 成績確認機能を実装した Web サーバの IP アドレ

スを初回のみ画面下部から設定する 

 タブレット端末を使用した児童、送信したいアプリ

ケーション内に保存された児童の発音データ、クイ

ズ成績を選択する 

 送信ボタンを押す 

選択する児童は成績確認機能に登録された名前から、

発音データは日時と対象の英単語名から、クイズデータ

は日時とレベルから送信対象を選択する。保存・送信する
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クイズ成績には、クイズ実施中の児童の行動過程の把握

のため、クイズの正答数だけでなく、間違えた英単語や解

答時間、見本の音声を聞いた回数なども対象データに含

まれる。送信の完了した音声データやクイズ成績は、タブ

レット端末内のストレージの圧迫を防ぐため、送信後自

動的にアプリケーション内からデータが削除される。 

 

4.3 成績確認機能 

成績確認機能は、送信された各種データを保存するデ

ータベースおよび各種データを閲覧・管理するWeb アプ

リケーションである。送信された音声データ・クイズ成績

は、児童名と関連づけられ、成績確認機能を構成するデー

タベースに保存される。成績確認機能の持つ機能を以下

に示す。 

 個別データ一覧ページ（図 7）：保存された児童 1 人 

1 人の発音やクイズ結果を表示する。閲覧対象とな

る児童と学習レベルを選択することで、選択した児

童のアルファベットまたは英単語ごとの発音したデ

ータ、また選択したレベルのクイズの結果、記録を

表示する 

 クイズ結果一覧ページ（図 8）：レベルごとにクイズ

に取り組んだ全児童の結果を表示する 

個別データ一覧ページは、授業に取り組んだ児童 1 人 

1 人の学習結果や学習過程を確認するための、クイズ結

果一覧ページは、児童のクイズ結果の比較または全自動

の学習傾向を把握するためのページである。 

 

5. 今後の予定 

現状で成績管理システムのうち、アプリケーション側

の成績送信画面は 8 割程度完成したが、Webサーバ側の

成績確認機能の完成度がまだ 50 %程度である。また、

Web ページについては、先生による全児童の発音の傾向

と問題点の把握を目的として、全児童のクイズ結果表示

だけでなく、全児童の発音の一覧表示も実装予定である。 

今後はまず、開発中の成績管理システムを早急に実装

し、先生方に本システムを利用してもらうことで、システ

ム全体のユーザビリティ、特にシステム全体の表示内容

に関する意見を取得し、本システムのさらなる改良に繋

げたい。 

 

6. 今後の課題 

本研究を含めた、本大学教育学部との合同研究の最終

目標は、Let’s Phonics の完成と App Store への登録、また 

Let’s Phonics および本システムの小学校英語教育への導

入である。本システムおよび本アプリケーションは未完

成なため、当面はこれらの完成が課題となる。 

また、現在開発中の成績管理システムは本研究用に立

ち上げたサーバにて実装を行っている。しかし、小学校授

業における本アプリケーションと本システムの導入を考

える際、本システム実装先のWebサーバを検討する必要

がある。現状では、ブータブル USB を利用した方法を検

討している。 

 

7. おわりに 

本研究では、小学校英語の発音教育に重点を置いたタ

ブレットアプリケーションにおいて、複数児童の学習結

果および各児童の学習過程を先生が効率よく把握するた

めの成績管理システムの開発を行っている。本アプリケ

ーション並びに本システムは、小学校や地域の英語教室

に導入されることで、英語の音声を中心に学ぶ小学校と、

読み書きを中心に学ぶ中学校以降の学習内容のギャップ

を緩和する狙いがある。現在は開発途上であり未だ課題

は多く残っているが、新学習指導要領に対応する小学校

英語教育、ならびに将来のグローバルな活躍を期待され

る小学校児童の助けとなるため、今後も完成に向けて開

発および改善を続けていく必要がある。 
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https://www.mext.go.jp/content/1413522_001.pdf
https://www.nikkei.com/article　/DGXMZO46555110V20C19A6CR8000/（2019
https://www.nikkei.com/article　/DGXMZO46555110V20C19A6CR8000/（2019
http://www.rscn.mie-u.ac.jp/higashikishu/info/index.html（2020
http://www.rscn.mie-u.ac.jp/higashikishu/info/index.html（2020
https://apps.apple.com/us/app/phonics-genius/
https://itunes.apple.com/jp/app/jolly-phonics-lessons/id1149029299?mt=8
https://itunes.apple.com/jp/app/jolly-phonics-lessons/id1149029299?mt=8



